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そ
の
「
文
理
」
を
胸
中
に
蓄
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
作
文
法
は
そ
の
蓄
え

た
「
文
理
」
を
「
平
常
の
説
話
」
の
如
く
字
句
に
拘
ら
ず
に
直
接
的
に
表
現
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
平
常
の
説
話
」
の
如
く
作
文
を
す
る
と
い
う
の
は
、
彼
の
英
学
の
素
養
と

も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
洋
学
流
入
全
盛
期
で
あ
る
幕
末
明
治

期
に
お
け
る
特
徴
的
な
文
章
論
だ
と
言
え
る
。

　

本
発
表
で
は
、
学
問
形
成
期
か
ら
明
治
以
降
に
い
た
る
ま
で
、
敬
宇
の
生
涯

に
渡
る
文
章
論
に
つ
い
て
、
文
稿
あ
る
い
は
文
集
を
中
心
に
用
い
て
考
察
を
試

み
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
何
ら
か
の
役
割
を
果
た

し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
新
た
な
課
題
へ
と
繋
げ
た
い
。

『
人
文
論
叢
』
第
一
〇
七
輯
の
訂
正

　
「
二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会
第
一
二
二
回
大
会　

研
究
発
表
要
旨
・
特
別
企

画
題
目
」（p.141~145

）
の
掲
載
内
容
に
不
備
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

p.143　

上
段　

十
一
行
目

　
　
〈
第
Ⅰ
会
場
〉
五
件
目
の
研
究
発
表
要
旨
を
追
加
。

最
後
の
元
残
留
日
本
兵

　

―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
戦
争
の
陣
中
日
誌
を
読
み
直
す
―

本
学
専
任
講
師　

林　
　

英
一

　
「
ア
ジ
ア
解
放
戦
争
の
英
雄
」
と
し
て
理
解
さ
れ
が
ち
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
残

留
日
本
兵
の
犠
牲
に
着
目
し
、
対
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
の
日
常
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
最
後
の
元
残
留
日
本
兵
と
呼
ば
れ
た
ラ
フ
マ
ッ
ト
・
小
野
盛
氏
の
陣
中

日
誌
の
記
述
か
ら
、
残
留
日
本
兵
た
ち
が
風
土
病
に
苦
労
し
て
い
た
こ
と
、
兵

器
の
改
良
に
失
敗
し
て
事
故
が
起
き
て
い
た
こ
と
、
事
故
死
を
「
戦
死
」
と
装

う
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
ア
ジ
ア
解
放
戦
争
」
の
現
実
が
過
酷
な

も
の
だ
っ
た
こ
と
を
一
次
史
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
た
。


